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資料５

件名・議案 提案者
資料

（頁）

提案理由等
（※シンポジウム等、後援関係について

は概要を記載）
説明者

根拠規定
等

Ⅰ　審議事項

１．提言等関係

提案1

提言「気候変動に伴い
激甚化する災害に対し
グリーンインフラを活
用した国土形成により
‟いのちまち”を創
る」について日本学術
会議会則第２条第３号
の「提言」として取り
扱うこと

環境学委
員会委員
長

B-1(3-
46)

環境学委員会都市と自然と環境分科会に
おいて、提言を取りまとめたので、関係
機関等に対する提言として、これを外部
に公表したいため。
※第三部査読

環境学委
員会都市
と自然と
環境分科
会　石川
幹子委員
長、村上
暁信副委
員長

内規3条1
項

提案2

報告「工学システムに
対する安心感と社会」
について日本学術会議
会則第２条第４号の
「報告」として取り扱
うこと

総合工学
委員会委
員長、機
械工学委
員会委員
長

B-1(47-
79)

総合工学委員会・機械工学委員会合同工
学システムに関する安全・安心・リスク
検討分科会において、報告を取りまとめ
たので、関係機関等に対する報告とし
て、これを外部に公表したいため。
※第三部査読

総合工学
委員会・
機械工学
委員会合
同工学シ
ステムに
関する安
全・安
心・リス
ク検討分
科会　野
口和彦副
委員長、
工学シス
テムに対
する安心
感等検討
小委員会
大倉典子
委員長

内規3条1
項

提案3

提言「来るべき博物館
法改正とその後の展
望」について日本学術
会議会則第２条第３号
の「提言」として取り
扱うこと

史学委員
会委員長

B-1(80-
114)

史学委員会博物館・美術館等の組織運営
に関する分科会において、提言を取りま
とめたので、関係機関等に対する報告と
して、これを外部に公表したいため。
※第一部査読

史学委員
会博物
館・美術
館等の組
織運営に
関する分
科会　小
佐野 重
利委員
長、芳賀
満副委員
長

内規3条1
項
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提案4

提言「ゲノム医療推進
に向けた体制整備と人
材育成」について日本
学術会議会則第２条第
３号の「提言」として
取り扱うこと

臨床医学
委員会委
員長

B-2(1-
32)

臨床医学委員会臨床ゲノム医学分科会に
おいて、提言を取りまとめたので、関係
機関等に対する提言として、これを外部
に公表したいため。
※第二部査読

臨床医学
委員会臨
床ゲノム
医学分科
会　福嶋
義光委員
長

内規3条1
項

提案5

提言「国土構造の将来
像を踏まえた第２期地
方創生施策の実施に向
けて」について日本学
術会議会則第２条第３
号の「提言」として取
り扱うこと

地域研究
委員会委
員長

B-2(33-
64)

地域研究委員会人文・経済地理学分科会
において、提言を取りまとめたので、関
係機関等に対する報告として、これを外
部に公表したいため。
※第一部査読

地域研究
委員会人
文・経済
地理学分
科会　松
原宏委員
長、石川
義孝委員

内規3条1
項

提案6

提言「自動運転の社会
的課題について―新た
なモビリティによる社
会のデザイン－」につ
いて日本学術会議会則
第２条第３号の「提
言」として取り扱うこ
と

自動車の
自動運転
の推進と
社会的課
題に関す
る委員会
委員長

B-2(65-
99)

自動車の自動運転の推進と社会的課題に
関する委員会において、提言を取りまと
めたので、関係機関等に対する提言とし
て、これを外部に公表したいため。
※科学と社会委員会査読

自動車の
自動運転
の推進と
社会的課
題に関す
る委員会
永井正夫
委員長、
鎌田実幹
事

内規3条1
項

２．その他

提案7

日本学術会議の活動状
況等に関する年次報告
（令和元年10月～令和
２年9月)の作成につい
て決定すること

科学と社
会委員会
委員長

C(1-10) 日本学術会議の活動状況等に関する年次
報告（令和元年10月～令和２年9月)につ
いて、構成等を決定する必要があるた
め。

渡辺副会
長

―

Ⅱ　その他
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今後の総会及び幹事会開催予定
　次回幹事会は7月30日(木)13時30分開催予定

D(1)
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